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5面掲載
・ 

明
治
維
新
７
市
町
史
跡
ガ
イ
ド

・ 

県
央
ぐ
る
り
寺
社
探
訪

・ 

イ
ベ
ン
ト
情
報

厳選の１５００冊が目的別に陳列

大田舞デザインのロゴ

こだわりの「とく選文庫」山口日産本社内に
末冨会長のノウハウを本選びに注入

に
わ
た
っ
て
世
の
中
の
動
き

を
追
い
、
経
営
を
追
求
す
る

過
程
で
培
っ
て
き
た
ノ
ウ
ハ

ウ
を
、
本
選
び
に
注
ぎ
込
ん

だ
。
店
内
に
は
、
数
十
万
冊

の
中
か
ら
厳
選
さ
れ
た
約
１

５
０
０
冊
が
並
ぶ
。

　「
情
報
収
集
力
」「
情
報
選

択
力
」「
時
間
」「
ア
ウ
ト
プ

ッ
ト
」
な
ど
、
目
的
別
の
書

棚
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
セ
レ
ク
ト
雑
誌
、
子

ど
も
向
け
の
本
、
図
鑑
や
辞

典
な
ど
も
並
ぶ
。
ほ
と
ん
ど

が
購
入
可
能
だ
が
、
閲
覧
の

み
可
能
な
末
冨
さ
ん
の
蔵
書

も
一
部
あ
る
。

　
テ
ー
ブ
ル
・
い
す
、
コ
ー

ヒ
ー
マ
シ
ン
（
有
料
）
も
用

意
。
店
舗
の
ロ
ゴ
は
、
県
立

大
出
身
で
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
在

内
（
大
内
千
坊
６
）
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。
店
主
を
務
め
る

の
は
同
社
の
末
冨
喜
昭
会
長

（
71
）。「
次
世
代
本
箱
」
が

コ
ン
セ
プ
ト
で
、
40
年
以
上

住
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
・
大
田
舞

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
。

　「
情
報
洪
水
の
中
で
『
漂

流
』
し
て
い
る
人
た
ち
が
、

よ
り
良
い
情
報
・
本
に
出
会

い
、
感
性
を
は
ぐ
く
み
、
新

し
い
視
点
を
発
見
す
る
お
手

伝
い
が
で
き
た
ら
う
れ
し

い
。
特
に
、
次
世
代
を
担
う

若
い
人
た
ち
の
背
中
を
押

し
、
応
援
し
て
い
き
た
い
」

と
末
冨
さ
ん
。
営
業
時
間
は

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
で
、
水
曜
日
定
休
。

　

昨

年

11

月
、「

ク

オ

リ
テ
ィ
ー
・

オ
ブ
・
ラ
イ

フ
（
生
活
の

質
）」
向
上

を
応
援
し
よ

う
と
「
と
く

選

文

庫

」

（
☎
０
８
３

－

９

０

２

－

２

３

１

０
）
が
、
山

口
日
産
本
社

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

坊や
生前未発表詩

山
に
清
水
が
流
れ
る
や
う
に

そ
の
陽
の
照
つ
た
山
の
上
の

硬
い
粘
土
の
小
さ
な
溝
を

山
に
清
水
が
流
れ
る
や
う
に

何
も
解
せ
ぬ
僕
の
赤ぼ

ー
や子

は

今
夜
も
こ
ん
な
に
寒
い
真
夜
中

硬
い
粘
土
の
小
さ
な
溝
を

流
れ
る
清
水
の
や
う
に
泣
く

母
親
と
て
は
眠
い
の
で

目
が
覚
め
た
と
て
構
ひ
は
せ
ぬ

赤ぼ
ー
や子

は
硬
い
粘
土
の
溝
を

流
れ
る
清
水
の
や
う
に
泣
く

そ
の
陽
の
照
つ
た
山
の
上
の

硬
い
粘
土
の
小
さ
な
溝
を

さ
ら
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る
や
う
に
清
水
の
や
う
に

寒
い
真
夜
中
赤ぼ

ー
や子

は
泣
く
よ
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
一
九
三
五
・
一
・
九
）

10

【ひとことコラム】長男・文也が誕生した時、中也は東京にいました。実家
に戻って文也と初めて対面したのは昭和9年12月9日、この詩はその一カ月後
に書かれています。生後三カ月の赤ん坊が夜泣きする声を〈流れる清水〉に
喩
たと

えた点に、詩人独自の感性と溢れんばかりの愛情が感じられます。
中原中也記念館館長　中原 豊

３
月
上
旬
完
成　

陶
の
地
酒「
陶
酔
」

に
す
き
込
む
な
ど
環
境
保

全
型
農
業
で
生
産
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
毎
年
７
月

に
、
同
組
合
が
陶
連
合
自

治
会
と
協
同
し
て
、
陶
酔

を
学
ぶ
会
「
地
酒
の
楽が

っ

校こ
う

」
も
開
催
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
17
度

で
甘
口
の
同
酒
は
、
３
月

中
旬
か
ら
金
光
酒
造
（
嘉

川
）、
福
江
酒
店
（
小

郡
）、
酒
ゆ
め
街
道
農
家

さ
ん
の
台
所
（
同
）、
ポ

プ
ラ
山
口
南
店
（
丸
尾

沖
）
の
４
店
で
販
売
さ
れ

る
（
数
量
限
定
）。

　
２
０
１
７
年
に
陶
で
誕

生
し
た
地
酒
「
陶
酔
」

は
、
地
元
農
家
有
志
で
結

成
さ
れ
た
「
中
河
原
営
農

組
合
」（
山
本
光
雄
代

表
）
が
収
穫
し
た
酒
米
を

金
光
酒
造
で
醸
造
す
る
純

米
吟
醸
酒
だ
。

　
酒
米
は
、
休
耕
田
を
活

用
し
て
酒
造
好
適
米
「
山

田
錦
」
を
作
付
け
し
、
レ

ン
ゲ
を
緑
肥
と
し
て
土
壌

No.177

陶

　
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
が
や
や
高
め
で
甘
口
の
「
陶

酔
」。
地
元
住
民
ら
が
素
材
か
ら
こ
だ
わ
っ
た
自
慢

の
純
米
吟
醸
酒
の
完
成
が
今
年
も
待
た
れ
る
。



本
号
の
サ
ン
デ
ー
山
口
は
全
６
ペ
ー
ジ
で
す
。大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、別
刷
り
と
ペ
ー
ジ
番
号
順
に「
合
体
」さ
せ
た
上
で
お
読
み
く
だ
さ
い
。

2020年（令和 2年）１月２５日㈯　２ サンデー山口

 １行記事　きょう２５日午前１０時から「猪肉のチーズソテー」「鹿肉の瓦そば」の試食会が道の駅仁保の郷で。県立大生が開発したジビエ料理で、各先着１００食。

助
成
金
活
用
な
ど
解
説

賃
金
制
度
セ
ミ
ナ
ー

ＮＨＫ「民謡魂」公開収録
観覧者募集中

　
伝
統
的
な

民
謡
や
郷
土

芸
能
を
通
し

て
、
ふ
る
さ

と
の
魅
力
を

再
発
見
す
る

Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

テ
レ
ビ
番
組

「
民
謡
魂
　

ふ
る
さ
と
の

唄
」
の
公
開

収
録
が
、
３
月
８
日（
日
）
午

後
６
時
半
か
ら
８
時
ま
で
市

民
会
館
で
開
催
さ
れ
る
。
司

会
は
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
の
城
島
茂

と
塩
屋
紀
克
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

で
、
歌
手
、
三
味
線
、
尺
八

な
ど
総
勢
12
人
が
出
演
。

　
観
覧
は
無
料
だ
が
、
入
場

整
理
券
が
必
要
（
１
枚
で
２

人
入
場
可
、
未
就
学
児
の
入

場
は
不
可
）。
希
望
者
は
、

郵
便
往
復
は
が
き
に
必
要
事

項
（
往
信
用
裏
面
に
郵
便
番

号
・
住
所
・
名
前
・
電
話
番

号
、
返
信
用
表
面
に
郵
便
番

号
・
住
所
・
名
前
）
を
記
入

し
て
同
館
（
〒
７
５
３

－

０

０
７
４
　
山
口
市
中
央
２

－

５

－

１
）「
民
謡
魂
　
ふ
る

さ
と
の
唄
」
係
へ
。
２
月
３

日（
月
）
必
着
で
、
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
る
。

　
問
い
合
わ
せ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山

口
放
送
局
（
☎
０
８
３

－

９

２
１

－

３
７
３
３
）・
市
文

化
振
興
財
団
（
☎
０
８
３

－

９
２
３

－

１
０
０
０
）
へ
。

る
。
社
会
保
険
労
務
士
事
務

所
ラ
イ
フ
コ
ン
サ
ル
（
☎
０

８
３

－

９
３
２

－

５
７
１

７
）
の
片
岡
貞
継
所
長
を
講

師
に
、
助
成
金
を
活
用
す
る

〝
他
で
は
聞
け
な
い
〞
ノ
ウ

ハ
ウ
が
聴
講
で
き
る
。

　
受
講
料
は
５
千
円
で
、
28

日（
火
）
ま
で
の
事
前
申
し
込

み
が
必
要
。
詳
細
は
、
18
日

付
本
紙
掲
載
広
告
ま
た
は
同

事
務
所
へ
。

　
中
小
企
業
を
対
象
に
し
た

「
パ
ー
ト
社
員
の
た
め
の
賃

金
制
度
セ
ミ
ナ
ー
」
が
、
２

月
１
日（
土
）
午
後
２
時
か
ら

４
時
ま
で
カ
リ
エ
ン
テ
山
口

（
湯
田
温
泉
５
）
で
開
か
れ

　
22
日
付
１
面
「
冬
の
献
血

ル
ー
ム
ま
つ
り
」
記
事
中
、

「
肉
ま
ん
」
の
配
布
日
を
２

月
29
日
ま
で
と
記
載
し
ま
し

た
が
、
正
し
く
は
き
ょ
う
25

日
と
あ
す
26
日
の
２
日
間
。

会
場
は
「
や
ま
ぐ
ち
献
血
ル

ー
ム
」
の
み
で
す
。
お
わ
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
㈱
サ
ン
デ
ー
山
口

3
月
8
日

2月1日

お
わ
び
と
訂
正

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
よ
り
詳
し
い
記
事
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　
つ
い
に
Ｊ
リ
ー
グ
前
期
試

合
日
程
が
発
表
！
　
開
幕
戦

は
２
月
23
日（
日
）ｖ
ｓ
京
都

サ
ン
ガ
Ｆ
Ｃ
で
、
元
日
本
代

表
選
手
を
筆
頭
に
し
た
補
強

が
印
象
的
な
相
手
で
す
。
29

日（
土
）の
第
２
節
は
Ｊ
３
か

ら
昇
格
し
た
ギ
ラ
ヴ
ァ
ン
ツ

北
九
州
。
い
ず
れ
も
会
場
は

ホ
ー
ム
・
維
新
み
ら
い
ふ
ス

タ
ジ
ア
ム
で
、
午
後
２
時
キ

ッ
ク
オ
フ
！

　
新
体
制
の
発
表
会
も
あ

り
、
キ
ャ
プ
テ
ン
は
＃
10
池

上
選
手
に
決
定
！
　
副
キ
ャ

プ
テ
ン
は
＃
２
菊
地
選
手
と

＃
６
高
選
手
。
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
『
Ｇ
Ｏ
　
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｚ
Ｙ
　

昇
格
へ
狂
い
た
ま
え
』。
チ

ー
ム
は
Ｊ
１
昇
格
に
向
け
、

暑
い
タ
イ
で
の
２
次
キ
ャ
ン

プ
真
っ
最
中
で
す
! !



３　2020年（令和 2年）１月２５日㈯　
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サンデー山口

　
内
臓
脂
肪
を
減
少
さ
せ
る

と
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
リ

ス
ク
軽
減
に
つ
な
が
る
。

　
ま
ず
は
運
動
を
習
慣
づ
け

よ
う
。
掃
除
や
洗
濯
な
ど
の

家
事
、
徒
歩
で
の
通
勤
・
通

学
も
運
動
に
な
る
。

　
次
に
食
生
活
の
見
直
し
を

し
よ
う
。
脂
っ
こ
い
も
の
や

甘
い
も
の
の
食
べ
過
ぎ
に
は

注
意
。
３
食
を
規
則
正
し

く
、
よ
く
か
ん

で
味
わ
う
。
そ

れ
が
大
食
い
防

止
や
脂
肪
燃
焼

の
効
率
ア
ッ
プ

に
つ
な
が
る
。

　
禁
煙
も
重
要

だ
。
喫
煙
は
動

脈
硬
化
や
高
血

圧
を
招
く
危
険

因
子
。
吸
う
本

人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
煙

を
吸
い
込
む
周
囲
の
人
に
も

悪
影
響
を
及
ぼ
す
。

　
そ
し
て
定
期
的
に
健
康
診

断
を
受
け
よ
う
。
掲
載
の
医

療
機
関
も
参
考
に
、
生
活
習

慣
病
へ
の
認
識
を
深
め
る
と

と
も
に
血
糖
値
や
血
圧
な
ど

の
数
値
の
変
化
に
応
じ
て
生

活
習
慣
を
改
善
し
て
い
こ

う
。

　
生
活
習
慣
病
は
、
以
前

「
成
人
病
」
と
言
わ
れ
て
い

た
よ
う
に
、
30
代
〜
40
代
で

急
増
。
し
か
し
近
年
で
は
発

症
年
齢
が
低
下
し
、
若
者
や

子
ど
も
に
も
そ
の
兆
候
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
初
期
段
階
で
は
自
覚
症

状
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
気
付

か
ぬ
う
ち
に
自
分
の
体
が
病

気
に
む
し
ば
ま
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
う
る
。

「
自
分
は
ま
だ
大
丈
夫
」「
病

院
に
行
く
の
が
面
倒
だ
」
な

ど
と
、
何
か
と
健
康
診
断
を

後
回
し
に
し
て
い
る
人
は
特

に
要
注
意
だ
。

　
初
期
の
段
階
で
発
見
で
き

れ
ば
、
生
活
習
慣
の
見
直
し

や
適
切
な
薬
物
治
療
に
よ

り
、
進
行
を
食
い
止
め
た
り

改
善
し
た
り
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
早
期
発
見
の
た
め

に
、
定
期
的
な
健
診
を
受
け

る
こ
と
が
最
善
策
と
言
え
よ

う
。

　
２
月
は
「
全
国
生
活
習
慣

病
予
防
月
間
」。
生
活
習
慣

病
予
防
に
対
す
る
意
識
向
上

や
健
康
寿
命
の
延
伸
を
目
指

し
、「〝
一
無
二
少
三
多
〞
で

生
活
習
慣
病
予
防
」
が
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
一
無
は
「
無
煙
・
禁
煙

－

喫
煙
は
万
病
の
元
」、
二

少
は
「
小
食

－

食
事
は
腹
七

〜
八
分
目
」「
少
酒

－

お
酒
は

ほ
ど
ほ
ど
に
」、
三
多
は

「
多
動

－

身
体
を
活
発
に
動

か
す
」「
多
休

－

休
養
を
し

っ
か
り
と
る
」「
多
接

－

多

様
な
つ
な
が
り
」。
日
本
生

活
習
慣
病
予
防
協
会
で
は
、

「
多
動
」（
元
気
に
動
い
て
健

康
づ
く
り
）
を
今
年
の
強
化

テ
ー
マ
と
し
、
様
々
な
啓
発

活
動
を
実
施
す
る
。

“
一
無
二
少
三
多
”で
生
活
習
慣
病
予
防
と
、定
期
的
な
健
診
を

２
月
は
全
国
生
活
習
慣
病
予
防
月
間

生
活
習
慣
病
と
は
？

　
厚
生
労
働
省
の
「
平
成
29

年
度
人
口
動
態
統
計
」
に
よ

る
と
、
死
因
の
54
・
５
％
を

生
活
習
慣
病
が
占
め
て
い
る

（
左
グ
ラ
フ
参
照
）。

　
生
活
習
慣
病
は
、
食
生
活

や
運
動
・
睡
眠
不
足
、
喫

煙
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活

習
慣
と
、
家
庭
・
社
会
環
境

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
因
子

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
引
き

起
こ
さ
れ
る
病
気
の
総
称
。

具
体
的
に
は
、
糖
尿
病
、
高

脂
血
症
、
高
血
圧
、
骨
粗
し

ょ
う
症
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、

中
で
も
死
亡
率
の
高
い
が

ん
、
心
臓
病
、
脳
卒
中
は

「
三
大
生
活
習
慣
病
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
内
臓
脂
肪
型
肥
満

を
要
因
と
す
る
「
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
は
、

高
血
糖
、
脂
質
異
常
、
高
血

圧
の
う
ち
二
つ
以
上
が
当
て

は
ま
っ
た
状
態
の
こ
と
。
放

置
し
て
お
く
と
動
脈
硬
化
が

進
み
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
な

ど
、
命
に
か
か
わ
る
病
気
の

危
険
性
を
高
め
て
し
ま
う
の

で
、
注
意
が
必
要
だ
。

予
防
す
る
に
は
？
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 １行記事　あす２６日午前９時半から、日本野鳥の会県支部メンバーと野鳥観察する会が維新百年記念公園で開催。集合場所は維新大晃アリーナ前で、参加費は５００円。

本
号
の
サ
ン
デ
ー
山
口
は
全
６
ペ
ー
ジ
で
す
。大
変
お
手
数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、別
刷
り
と
ペ
ー
ジ
番
号
順
に「
合
体
」さ
せ
た
上
で
お
読
み
く
だ
さ
い
。
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PICK UP
周辺のおすすめ

スポット

information

楢﨑家屋敷跡

　
長
州
藩
士
楢
﨑
頼
三
は
、
戊
辰
戦
争
に
中
隊
長
と
し
て

赴
き
、
会
津
城
落
城
後
に
脱
藩
浪
士
を
東
京
へ
護
送
す
る

役
目
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
会
津
白
虎
隊
士
飯
沼
貞
吉
は
、

飯
盛
山
で
自
決
を
図
っ
た
も
の
の
、
一
命
を
取
り
留
め
、

浪
士
の
中
に
紛
れ
て
い
ま
し
た
。
貞
吉
は
会
津
で
は
自
決

し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
頼
三
は
や
む
な
く
郷
里

の
知
行
地
で
あ
る
美
祢
郡
厚
保
小
杉
の
屋
敷
に
貞
吉
を
連

れ
帰
り
ま
し
た
。

　
貞
吉
は
楢
﨑
家
で
多
く
の
書
物
に
触
れ
勉
学
に
励
み
、

「
貞
さ
ぁ
」
と
呼
ば
れ
親
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
後
に
再
起

し
た
貞
吉
は
、
電
信
技
士
と
し
て
逓
信
省
に
入
り
、
日
本

に
お
け
る
電
信
技
術
の
普
及
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
津
と
長
州
、
両
藩
の
立
場
を
超
え
た
友
好
を
記

念
し
、
２
０
１
６
（
平
成
28
）
年
に
楢
﨑
家
屋
敷
跡
に
石

碑
「
恩
愛
の
碑
」
が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。

2018（平成30）年は明治維新150年。
7市町にも数多くある、維新ゆかりの史跡をめぐってみませんか？

明治維新 ７市町史跡ガイド 18

［住］美祢市東厚保町川東小杉
［交］美祢西ICから車で11分またはJR 
　　 四郎ヶ原駅から徒歩で40分

［問］美祢市文化財保護課
　　 ☎0837-62-1921

膺
よ う

懲
ち ょ う

隊
た い

宿営地跡 車で10分

大田・絵堂の戦いの時、1864（元治元）
年に長州藩諸隊の一つである膺懲隊が
四郎ヶ原に宿を置きました。

吉田松陰投宿地 車で10分

1850（嘉永３）年の吉田松陰の九州遊
学の際、萩出立初日に赤間関街道中道
筋の四郎ヶ原宿で宿泊しました。宿泊跡
地には記念碑が建立されています。

（会津白虎隊士飯沼貞吉 養育の地）

　
臨
済
宗
東
福
寺
派
の
寺

院
。
常
栄
寺
雪
舟
庭
は
、
約

５
０
０
年
前
に
29
代
大
内
政

弘
が
雪
舟
に
築
庭
さ
せ
た
も

の
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
国

の
史
跡
お
よ
び
名
勝
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
枯
山
水
を
有

す
る
池
泉
回
遊
式
庭
園
で
あ

り
、
雪
舟
の
山
水
画
そ
の
ま

ま
の
名
園
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
。

［住］山口市宮野下2001-1
［交］JR山口駅から車
で10分
［P］50台（無料）
［問］常栄寺
☎083-922-2272

常
栄
寺

（
山
口
市
）

六
．

 １行記事　企画展「暮らしの民具～冬の民具」が、市歴史民俗資料館（春日町５）で３月２２日（日）まで開催中（月曜休館）。衣食住に関する道具など５８点が展示。
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サ
ン
デ
ー
山
口（
山
口
版
）は
、朝
日
・
毎
日
・
読
売
・
中
国
・
日
経
へ
の
新
聞
折
り
込
み（
山
口
市
内
全
域
）、各
所
へ
の
紙
面
設
置
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
公
開（http://w

w
w
.sunday-yam

aguchi.co.jp

）等
の
方
法
に
よ
っ
て
、み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

客船「飛鳥Ⅱ」（撮影：中村武弘）
ＪＴＢ山口店
ＪＴＢ山口ゆめタウン店

２
０
２
０
年
春
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る「
飛
鳥
Ⅱ
」で
巡
る

上
質
な
チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ

き
ら
め
き
の
日
本
一周
ク
ル
ー
ズ

　〝
燦

き
ら
め
き

く
る
〜
ず
〞
は
１
９

８
９
年
か
ら
続
く
九
州
・
博

多
港
を
起
点
と
し
た
Ｊ
Ｔ
Ｂ

チ
ャ
ー
タ
ー
ク
ル
ー
ズ
。
今

年
で
節
目
の
第
30
回
を
迎
え

る
。

　
気
軽
に
博
多
港
か
ら
客
船

に
乗
船
で
き
る
貴
重
な
日
本

一
周
の
船
旅
と
し
て
人
気
を

博
し
、
２
０
０
９
年
に
は

「
ク
ル
ー
ズ
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
」
の
グ
ラ
ン
プ
リ
も

受
賞
。

　
日
中
に
観
光
し
て
、
夜
間

に
移
動
す
る
た
め
、
目
覚
め

た
朝
に
は
新
し
い
町
に
到
着

で
き
、
周
遊
旅
行
に
つ
き
も

の
の
荷
造
り
や
荷
物
移
動
の

心
配
も
無
用
。
シ
ョ
ー
ト
ク

ル
ー
ズ
で
は
実
現
で
き
な
い

洋
上
で
味
わ
う
オ
リ
ジ
ナ
ル

イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ

ん
。
名
物
の
「
洋
上
の
秋
祭

り
」
や
著
名
な
ゲ
ス
ト
を
招

い
て
の
「
燦
ス
ペ
シ
ャ
ル
コ

ン
サ
ー
ト
」
な
ど
長
年
の
実

績
に
育
ま
れ
た
企
画
が
旅
を

さ
ら
に
彩
る
。

　
今
回
は
第
30
回
を
記
念

し
、
お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
で

人
気
の
高
い
寄
港
地
に
加

え
、
日
本
の
多
様
性
を
感
じ

ら
れ
る
土
地
を
訪
れ
る
。
山

陰
の
離
島
〝
隠
岐
〞、
北
陸

の
小
京
都
〝
金
沢
〞、
津
軽

海
峡
を
抜
け
、
秋
も
深
ま
る

北
の
大
地
〝
釧
路
〞
へ
。
太

平
洋
側
で
は
、
三
陸
の
港
町

〝
宮
古
〞
や
黒
潮
洗
う
四
国

の
〝
高
知
〞
を
目
指
す
日
本

一
周
の
旅
。
終
日
航
海
日

は
、
船
旅
な
ら
で
は
の
絶
景

も
堪
能
で
き
る
。

　
２
０
２
０
年
１
月
か
ら
飛

鳥
Ⅱ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

を
実
施
。
最
上
階
12
デ
ッ
キ

の
展
望
大
浴
場
グ
ラ
ン
ド
ス

パ
に
露
天
風
呂
エ
リ
ア
が
登

場
す
る
な
ど
〝
和
の
お
も
て

な
し
〞
は
そ
の
ま
ま
に
、
移

り
変
わ
る
時
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
ビ
デ
オ
オ
ン
デ
マ

ン
ド
サ
ー
ビ
ス
な
ら
び
に
Ｗ

ｉ

－

Ｆ
ｉ
サ
ー
ビ
ス
（
一
部

別
料
金
）
や
本
棚
に
並
ぶ
蔵

書
に
没
頭
で
き
る
ラ
ウ
ン
ジ

ス
ペ
ー
ス
が
開
設
さ
れ
る
な

ど
、
進
化
す
る
飛
鳥
Ⅱ
に
も

注
目
し
た
い
。

　
２
月
８
日（
土
）午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で
、
サ
ン
ル
ー

ト
国
際
ホ
テ
ル
山
口
（
中
河

原
町
１

－

１
）
で
旅
行
説
明

会
が
開
催
さ
れ
る
。
企
画
担

当
者
か
ら
の
約
90
分
の
案
内

後
は
個
別
相
談
会
も
あ
り
、

詳
細
な
質
問
や
相
談
も
可
能

だ
。
参
加
無
料
だ
が
要
事
前

予
約
。

　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
山
口
店
（
☎
０

８
３

－

９
２
２

－

３
３
２

２
、
水
曜
定
休
）・
Ｊ
Ｔ
Ｂ

山
口
ゆ
め
タ
ウ
ン
店
（
☎
０

８
３

－

９
９
５

－

１
５
０

１
、
不
定
休
）
へ
。

　
４
月
30
日（
木
）ま
で
の
お

申
し
込
み
で
、
旅
行
代
金
が

お
得
に
な
り
、
キ
ャ
ビ
ン
の

位
置
や
夕
食
時
間
の
指
定
を

優
先
し
て
リ
ク
エ
ス
ト
で
き

る
早
期
申
込
全
額
支
払
特
典

も
あ
る
。

魅
力
が
丸
わ
か
り

旅
行
説
明
会

飛
鳥
Ⅱ
が
リ
ニュ
ー
ア
ル

さ
ら
な
る
飛
躍
へ

日
本
各
地
の
魅
力
満
載

特
別
な
日
本一周

２
月
８
日（
土
）に
サ
ン
ル
ー
ト
国
際
ホ
テ
ル
で
旅
行
説
明
会




